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△ 回収できなくなった手付金と雑損控除

Q :居住用のマンションを購入するため、
不動産業者に手付金を支払いましたが、その

不動産業者が倒産し、手付金を回収すること

ができなくなりました◎

この回収不能となった手付金は、雑損控除

の対象になりますか。

A ●
● 雑損控除の対象にはなりません。

【解説】

雑損控除は、その損失の発生原因を災害、

盗難及び横領に限定しています。

ここでいう災害とは、震災、風水害、火災

冷害、雪害、干害、落雷、噴火その他の自然

現象の異変による災害及び鉱害、火薬類の爆

、

発その他の人為による異常な災害並びに害虫、

害獣その他の生物による異常な災害をいいま

す。また、盗難とは、自己の意思に反して財

物を窃取又は強取されることによる災難をい

い、横領とは、自己の財物を占有する第三者

によってその財物を不正に領得されることを

いいます。

つまり、雑損控除により控除される損失と

は、損失を生じた者の意思に基づかない、一

種の不可抗力による損失のみを意味し、その

損失の生じた者の意思が介在する場合の損失

はこれを含まないものと考えられています。

ご質問の手付金の回収不能は、災害、盗難

及び横領のいずれによる損失にもあたりませ

んし、また、もともと手付金の支払いはあな

たの意思に基づくものです。したがって、た

とえ手付金が回収できなくなったとしても、

雑損控除の適用は受けられません。


